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les pays differants, les peaux differants, les langues diffrantes, mais le meme ciel　～21世紀スローガンコンテスト 最優秀賞作品～

“異なる地域、異なる肌、異なる言葉、同じ空（原文はフランス語）”　
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　銅銭は奈良時代から平安時代にかけて鋳造さ
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元大寶（958年初鋳）です。
ひもにとおした状態でさび付いていて文字が判読
できないものも多くありましたが、すべて直径約
1.9cm、厚さ約１mmであることから、いずれも
この２種類と思われます。
　銅銭を入れた陶器は４点で、緑色の上
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２点で、
そのうち緑釉陶器２点は希少価値の高い持ち手の
付く水差しです。
　このように多量の銅銭や高級陶器を用いた地鎮
祭の痕跡は、この地に財力のある豪族が存在して
いたことを裏付ける貴重な発見になりました。

 今回は、平成24年から25年に実施した、下鈎
東・蜂屋遺跡の発掘調査で発見された古代の銅銭
を紹介します。
　銅銭が出土したのは、掘
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の柱穴やそ
の周辺に掘られた９カ所の穴です。陶器に５枚
から10枚を入れたり、ひもにとおしてじかに埋
められたりしていて、その総数は195枚に上りま

平安期の銅銭195枚が出土
～下鈎東・蜂屋遺跡～

◆ 今後の掲載予定
　りっとう再発見…７、８、９、11、12、１、３月号
　すだじいの百年日記…６、10、２月号

②

《大宝西幼稚園》「○○組の素敵なところを紹介します！」

　大宝西幼稚園では、給食の時間に「○○組
の素敵なところのお話」を放送しています。
　先日、砂場の遊具を片付けていた友達に
「きれいにしてくれてありがとう。」と話
しかける子どもの姿を紹介したところ、「あ
りがとうって言われてうれしかったね。」
「うれしい気持ちになったね。」と喜ぶ子

どもたちの姿が見られました。
　今後も「ありがとう」を伝え合う姿を「子どもたちの素敵なところ」
として紹介し、保護者にもその様子を知らせ、園でも家庭でも「ありが
とう」の気持ちを大事にしていけるよう取り組んでいきます。
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▲銅銭を入れた陶器

問合せ…栗東市出土文化財センター
☎553-3359　 FAX 553-3514


